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ょっぱホーム 第2ょっぱホーム運営委員会開催される

， 8年度予算・支援計画決定 納F
月 日(土)西部町内会館にて、平成 年度第四運営委員会が行われました。

お集りの皆さま、たいへんご苦労様でした。委員会では 年度の事業計画、予算

、職員体制また夜間手当ての改正案などが話し合われました。ょっば、第2ょっ

ばとも大きな事故もなく生活が安定しており、来年度は休日の過ごし方も含めよ

り充実した生活が提供できるように職員一同励んで参りたいと思います。

川 めがねのこえ

大倉山記念館で行った障害者たちの作品展「くれよんの夢」で久し

ぶりに 昔のサークノレで、お世話になったボランティアのKさんに会いました。くれよんの

夢には私はみんな友だちと呼んでいますが 声を掛けてくれたり 励ましてくれたりし

かつてくださる人たちが何人か来ていて、いつも「たなばたさまのようだねj と言って楽

しくはなしています。

さんも昔からの知り合いで、会うたびに 「もっと詩を書いて出せよ」としかられ(?)

ています。この前、「もう ふれあい委員会のボランティアも 送迎も何もかも今年で終わ

りだj

「早くおなかがすいたのも 暑いのも寒いのも何もわからなくなりたいよ」などと冗談を

言っていました。ほんとは 視野が少し狭くなったり 病気もでてきたということです。

皆が「やめたらだめよ!Jと言うのですが 私も普段は余り会わなくても 会えなくな

るのはさみしいです。

* * * 
いつも思うのですが 障害の重い私は、すぐに誰にでもわかっていただくのは、難しい

のです。お話が通じるようになったり 介助を覚えていただくのに時間がかかります。や

っと慣れたころに若い人は それぞれ別の道に進んで、別れなければならないことがおお

いのです。それはしかたがないと 思いますが、心の中をわかってくれたり すぐに話が

やりとりできる人と 別れるのはとてもつらいです。今はメールや、ときどき会うことも

出来るのですが、生活の上でお世話になっている人などは、とくに寂しい。もちろん長く

友だちでいてくれる人は、何人もいるのですが...。

この季節になると 春の風が 心の中を吹き抜けていくような微妙な気持ちがします。

大原友子
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一今月のょっぱホーム

fl~茨

先日お尚一ムのみんなーボックスに行行持した鉱議

ょっぱホーム

前もって計画していたこともあって、朝からみんな楽しみですp ~Wi7 

次郎さんは普段朝食後は居室でビデオみるのが習慣なんですが、この日は出発の2時間前

から準備してリビングにいます。藤田さんは目をパッチリ開け出発を待ち、勢津子さんは出

発前にお花に水をやり、花岡さんは洗濯物を干して時間まで過ごしてます。そして全員車に

乗り込み出発!

カラオケボックスに着くなり、まず花岡さんがマイクを握ります。勢津子さんはマラカス、

次郎さんはタンバリンでリズムを刻みますP藤田さんは笑顔で聴いています。

前半は花岡さんのソロコンサートで終了。そして昼食はみんなでピザや焼きそばなどを注

文。おいしくいただいて午後の部へ。

後半戦は次郎さんのリクエスト特集でした。

l 帰宅してからもみんな笑顔で、とても楽しんでくれた様です。

第2ょっぱホーム
3月29日、第2ょっぱホームも 2年を迎えました。さまざまな人

たちの協力のおかげで入居者も落ち着いた生活が出来るようになっ

てきています。ょっばホームを見習ってこれからも入居者にとって暮

らしやすい環境を作って生きたいと思っています。ぜひみなさま、遊

びに来てください。

さて、今回は入居者の好きなことについてお話したいと思います。

阿部さんは・・ なんと言っても“ジノジノ"と呼ばれている、ボールペンで雑誌に絵(?)

を書くことです。とても集中しています。あとは、職員とのキャッチボールもとても楽しそ

うです。

山田さんは・・ 時々ヘルパーさんに体を揺らしてもらうととても楽しそうです。音に敏感

な宏さんですが、コンサートで落ち着いて聴いていたり、素敵な音楽も好きなのかもしれま

せんね。

大原さんは・・ いろんな方とお話するのが大好きです。ヘノレバーさんやバイトさんと消灯

前にお部屋で楽しそうな笑い声など聞こえてきます。あとは外出したりするのもお好きなよ

うです。

冨岡さん・・ なんと言ってもミッキー&ミニーの音楽や、ビデオが大好きです。タオルや

洋服、パックなど、かわいいミッキーグッツをたくさん持っています。


